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研究成果の概要（和文）： 本研究はスマートフォンの普及により駅構内のホームでそれらの使用者による失明
者に衝突する事故が増え、不幸なことにホーム転落事故を誘発している状況に対して、赤外線による人感センサ
ーにより人の動きを失明者に音声ではなく電気通電装置によって知らせる装置を開発し、その実用性を検討しま
した。通電警告装置が機能する条件が明らかになりました。現在市販中の赤外線センサー装置使用者がおよそ0.
9m/秒で歩行し、接近者がおよそ1.3m/秒の速度で近づく条件で通電アラートは使用者への人接近情報を伝達し、
使用者も自ら制止可能であることがあきらかになりました。また失明の成因別に同装置の使用感が異なることが
分かりました。

研究成果の概要（英文）：　In this study, we developed a device that informs blind people of human 
movement by means of a human-detecting sensor using infrared rays, not by voice but by means of an 
electric energizer, and examined its practicality.
　The conditions under which the power-on warning device works have been clarified. Under the 
conditions that a user of an infrared sensor device currently available on the market walks at about
 0.9m/sec and a person approaching at about 1.3m/sec, the energizing alert transmits information 
about the approach of a person to the user and the user can stop the device himself. It was also 
found that the feeling of use of the device differed according to the cause of blindness.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　目が見えない人が公共交通機関を利用することは社会的活動の生命線です。スマートフォンの普及は、そのよ
うな視覚に障害をもつ人にとって画期的な情報をもたらしています。一方で、スマートフォンを利用する人々が
前方を見ることなく他人に衝突することで重大な事故が生じています。これらを共に利活用し、よりよい社会に
するために、失明された人にとって目に代わる衝突前の人の情報を赤外線センサーの警告を誰にも知られず得ら
れる電気刺激を使った方法が成功するのか、誰も知りませんでした。これが機器の開発者にとっても、使用者に
とっても困りごとでした。この溝を埋める成果を、この研究の成果がもたらしました。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
  目が見えない人が公共交通機関を利用することは社会的活動の生命線です。スマートフォ
ンの普及は、そのような視覚に障害をもつ人にとって画期的な情報をもたらしています。一方で、
スマートフォンを利用する人々が前方を見ることなく他人に衝突することで重大な事故が生じ
ています。これらを共に利活用し、よりよい社会にするために、失明された人にとって人からの
衝突を防ぐために、事前の状況を知る方法が求められています。このための装置の開発と普及が
求められています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．研究の目的 
 目に代わる衝突前の人の情報を赤外線センサーとコンピュータを使って、誰にも知られず得
られる電気刺激を使った伝達方法で検知し、防護行動を成功させるための条件を明らかにする
ことでした。これが機器の開発者にとっても、使用者にとっても困りごとでした。 
 
３．研究の方法 
 失明者を対象としました。模擬プラットホーム 4ｍ×3ｍを用意した上で、点字ブロック、模
擬駅構内騒音環境を設定し、ランダムに歩行中に用意したスマートフォンを見て歩行する人を
失明者に向かって衝突する方向に突進させました。この時の衝突回避成功率を観察しました。白
杖で歩行可能な 20 名に開始時点でアラートのない条件で被験者の前額面、矢状面上に高解像度
スローモーションカメラを設置し、失明者の移動動作中のランドマークの時間当たりの座標点
移動を記録しました。また、この実験前後で感想を聞き取り記録しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



 
 
４．研究成果 
通電警告装置が機能する条件が明らかになりました。現在市販中の赤外線センサー装置使用
者がおよそ 0.9m/秒で歩行し、接近者がおよそ 1.3m/秒の速度で近づく条件で通電アラートは使
用者への人接近情報を伝達し、使用者も自ら制止可能であることがあきらかになりました。また、
先天性と後天性失明の違いによって、このような装置に対する期待感や使用時の不安に違いが
生じることから、装置開発には障害の既往に基づくトレーナビリティとユーザ―経験を考慮す
る複合的な計画の重要性が確認されました。 
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